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1研 究主題

望ましい集団活動を通 して、人間としての生き方 について 自覚を深め、

豊かな人間関係をはぐくむ特別活動の工夫

1研 究 主題設 定の理 由

現 在 、 中学校 にお いて は 、不 登校 や 学校 不適 応、校 内外 にお け る暴 力や非行 な ど解決す べ き

生活 指 導 上の 問題が依 然 と して 存在 す る。これ らの 問題 は学校 教 育 にか かわ りが ある と同時 に、

生徒 を取 り巻 く社会 や家 庭な どの生 育環境 の急 激な変 化 との かか わ りも ある。環境 の変化 によ

って 生 じる人 間関係 の希 薄化 や コ ミュ ニケー シ ョンの不 足、 自己 の 喪 失、規 範意識 の低下 、他

人 を受 容 す る態 度が とれ な い ことな どの状 況は 、青少年 の共通 の 問題点 と考 え られ る。

この よ うな状況 にあ って 、今後 ます ます複雑 化す る こ とが 予想 され る社会 をた くま しく生 き

て い くた め には 、生徒 一人 一人が 正 しい判断 力 を身に付 け、 自 らの生 き方 を 自覚 し、強 い意 思

を もって 、 自己 を正 しく実現 で きる 力が求 め られる。

本 年 度 の研 究 員が と らえた 最近 の 中学 生 の姿 と して 、 「指 示 され た ことには行 動で き るが 、

自発 的 な行 動 が とれ な い」 「人 間 関 係 には敏感 だが寛 容 性 に 乏 しい」 「人 間 関係 の広 が りが な

い」 な どが あげ られ た。 また 、指 導 上 の課 題 と しては 「個 々 の 生徒 理解 が 難 しくな っ た」 「学

級 で の 指導 の充実 や評 価 の仕方 」な どが 出され た。

この よ うな生徒 の状 況 に対 して指 導 の改 善 を して い くた め に は、3年 間 を見通 した 学校 全体

で の 教 育活 動 の見 直 しが必 要で あ る。 中学校 教育 の 中で 、生徒 に 「人間 としての生 き方」 を考

え させ る ことや 「集 団や社 会 の一 員 と して の よ りよ い生活態 度 」 を育成す る教育 活動 は特 別活

動 に位 置 付 け られて い る。 申学 校学 習 指導 要領 「特別活 動」 の 目標 に は、望 ま しい集 団活 動 を

通 して 「心 身の 調和 の とれ た発 達 と個 性 の伸 長 をはか る」 「集 団や 社会 の一 員 と して よ りよ い

生活 を築 こ うとす る 自主的 ・実 践 的 な態 度 を育 て る」 「人間 と して の生 き方 につ いて の 自覚 を

深 め、 自己 を生 かす 能 力 を養 う」 とあ る。

そ こで 、本研 究 では特別 活 動 の指導 の 中か ら、生徒 ・教師 の学 校 生活 の基盤 であ る学級 活 動

に視 点 をあて 、生徒 に学級 活 動 を通 して集 団 活動の在 り方や 自己 の生 き方 につ いて 自覚 を深 め

させ る と ともに 、教師 の受容 的 な働 きか けによ って 、教 師 と生 徒 、生徒 同士 の信頼 関係 を醸 成

し、豊 か な人 間 関係 をは ぐくむ こ とので き る学級活 動の 充実 をね らう ことが 課題 の解決 につ な

が る と考 えた 。

生徒 が 中学校 生 活 を通 して、集 団 の一 員 として の 自覚 をもち 、他 人 の よ さに気 付 き、個 人が

認 め られ る好 ま しい 人間関係 や 連帯感 を は ぐくむ体 験や 活動 を しなが ら、豊 か な心 を育て る こ

とをね らい上 記 の研 究 主題 を設定 した 。
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2研 究副主題設定の理 由

研究副主題

生徒の 自己理解や相互理解を深める学級活動の指導と評価の工夫を通 して

中 学 生の 時期 には、親か ら精 神的 自立 を しよう とす る と同時 に、身体 的 にも変化 す る こ とで、

心 理 的 な不 安定 感 を もつ生徒 が い る。 中学 生 にとって 、孤 独感 や 心 理的 な不安 定感 を軽 減 す る

意味 で 重要 にな って いるの が友達 の存在 で あ る。 生徒 は互 い に共通 点や 類似 性 の あ る友 達 と過

ごす傾 向 がみ られ るな ど、友 達 が 自己 を見つ めるため の鏡 の役 割 を して いる ともいわ れ る。 こ

の よ うな特 徴 がみ られ る中学生 の時 期 にあっ て、孤独 感や不 安 感 を共 有 しな が ら、共 に解 決 を

図 ろ うと友 達 を通 して 自己 を見 つ め る生徒 も多 くいる。生 徒 の このよ うな心情 的 な状 態 を踏 ま

え 、 中学校 で は好 ま しい人間関 係 づ く りの視点 か ら、尊敬 、信 頼 、協 力 、共感 、寛 容 な どの 態

度 の育 成 が 、学級 を母体 と して 全教 育活 動 を通 して図 られて い る。

学級 は、 教師 の学 習指導 や 生活 指導 を進 めるため の基本 単位 とな る存在 で ある と ともに 、 生

徒 一 人一 人が 心 理的 に安定 して帰 属 で き る 「心の居 場所 」 と して の 生活環 境 で もある。 そ の た

め 、生徒 相互 の 好 ま しい人間 関係 や 、教 師 と生徒 の信頼 関係 に基 づ く温 かい雰 囲気 が つ く られ

た場 所で な くて は な らない。

学級 活 動 では 、担 任が 一人 一 人の 生徒 理解 に基づ いて、生 徒 自身 の学 校生活 の振 り返 りや 、

課 題 解 決 に取 り組 め るよ うに指導 の改 善 を して いるが 、 自己 を正 しく理 解す る こ とが 困難 な 生

徒 や 集 団生 活 にな じめ ず学級 で孤 立 す る生徒 もいる。 また 、最 近 の生徒 の考 えか た を把握 した

り、行 動 を理 解 した りす る ことを指 導 上の 課題 と して い る教 師 もみ られ る。

そ こで 、学 級 の もつ べき本 来 の姿 や指 導 上の課題 を解 決す るた めの基 本的 な考 え方 につ いて

の見 直 しを行 いな が ら、本研 究 で は、学 級活 動の指 導 にお け る生徒 の 自己理解 の 仕方 や 生徒 同

士 、教師 と生徒 の 相互理 解 の方 法 にっ いて追 究 し、学級 活動 の 指導 改 善 を図る ことをね らい、

上記研 究 副 主題 を設定 した。

また 、学級 活 動 の評 価 につ いて は 、本年 度 の研究 員 の聞 き 取 りか ら、 「学 級活 動 の 評価 方 法

が 分か らな い」、 「指導 に生 か され た 評 価 を実 施 して いな い」 な どの 報 告が あ った。 これ らの

状 況 を改 善す るた め 、本研究 で は、 上記 の指 導 の改善 と併 せ て 、学級 活 動の 評価 の在 り方 につ

いて 見 直 し、指 導 に 生かす ことので き る評価 方法 を検 討す る こ とが必 要 で ある と考 えた。 そ の

た め、 学級 活 動 を生徒 自らが 自己 評価 で きる機会 を設定 した指 導 案 を も とに、 生徒 と教師 が そ

れ ぞ れ の活 動 を客 観的 に振 り返 るた め の評価 資料 を作成 す る こ とと した 。

評価 規 準 の作 成 につ いて は、 生徒 が 自 ら考 え、学 んで いく とい う基 本 的な 姿勢 か ら 「生 き る

力 」 をは ぐくむ とい う観 点 を重視 した。 更 に、生 徒 一人一人 の 良 い点 や 可能性 、努 力や意 欲 な

どの 態度 の評価 を積極的 に行 うこ とので き る客観的 で 多面的 な評価 の工 夫 をね らい、 上記 の副

研 究 主題 を設定 した。
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3研 究 の仮説

研 究 主題お よび研 究副 主題 につ いて研究 を進 め るに 当た り、 以下 の仮 説 を立て た。

学級 活動 の指導 に、構 成 的 グル ー プェ ンカウ ンター を取 り入れ る こ とは、 生徒 一 人

一 人が 自己 を知 り、相互 に認 め合 い、 よ り豊か な 人間 関係 をは ぐくむ とい うね らいを

達 成 す るた めに有効 な 方策 とな るであ ろ う。

(1)仮 説 の設定 につ いて

学 級活 動は 、学習指 導 要領 に 「具 体 的な活動 のね らい に沿 って展開 され る生徒 の 自主

的 、 実践 的な 活動 であ る。」 とあ る 。そ こで、仮 説 の設 定 に 当た って は次 の3点 につ いて

注 目す る こと とした。

① 個 々 の生徒 につ いて の理 解 を深 め 、教師 と生徒 の信 頼 関係 を基 に指 導 を展開 し、指 導

内容 の特 質 に応 じて 、教師 の適 切な指 導の 下 に、生 徒の 自主的 ・自発的 な活動が 助 長 さ

れ る こと。

② 学校 にお け る多様 な 集 団の 生活 へ の生徒 一 人一人 の適 応や 、そ こで の 自主的 、実 践 的

な活動 につ いて もそ の助 長 を図 る こ と。

③ 自主的 、実 践的 な態 度 の育 成 と、人間 と しての 生き 方の 自覚 を深め て、 自己を生 か す

能 力を養わせ る こと。

以 上の視点 と現在 の 生徒 の実 態 を踏 まえな が ら、学 級活 動 の指導 に構 成的 グル ー プエ ン

カ ウ ンター の特色 を生か し、 そ の利 点(後 述P7)が 十分 に生か せ るよ うな指導 計 画 と

指 導案 を作 成 し、研 究 主題 と研 究 副 主題 に迫 る ことと した。

(2)仮 説 の検 証 につ いて

仮 説 を検証 す る に 当た り、以 下の2点 につ いて注 目 した 。 具体 的 に授業 を実践 し、ね ら

い を達成す るた めの有 効性 を検 証す る こ とと した。

① 生徒 に とって 学級 が 本音 で 語 り合 える場 所で ある と と もに、 「心の 居場所 」 とな る こ

と をね らい、教師 の受 容的 な 態度 によ る生徒理解 や個 に応 じた 指導 の下 に、 自己を正 直

に表現 す る ことや お互 いに認 め 合 える体験(構 成的 グルー プ エ ンカウ ンター)を 行 い、

生徒 、教師そ れぞ れが活 動 を振 り返 り、評価 をす る。

② 生徒 の発達 段階 を考 慮 し、中学校3年 間 を見通 した学 級 活動 の年 間指導 計画 を作成 し、

構成 的 グルー プエ ンカ ウ ンター を学級活 動 に取 り入れ る時 期や 回数 、実 施す るエ クササ

イズ の 内容 について検 討す る。

上記 の視 点 か ら、 学級 活動 の指 導 に構 成的 グル ー プエ ンカ ウ ンター を取 り入れ た授 業 の

指導 案 を作 成 して授業 を行 い、授 業後 の 評価 によ りそ の 有効 性 を検 証す る ことと した。

一4一



Il研 究の内容

1研 究構想図

生徒の実態 特別活動の目標

① 指示の出された活動に対しては対応す 望ましい集団活動を通して、

るが、自ら考え行動することが少ない ・ 心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図

② 周囲の人間関係に敏感に反応するが、 る

寛容性が乏しい
_育 てたい生徒像_ ・ 集団や社会の一員としてよりよい生活を築

③ 一部の決まった友人としか人間関係が

作れないなどコミュニケーションの広
① 幅広 くコ ミュニ

ケーシ ョンをと

こうとする自主的 ・実践的な態度を育てる

・ 人間としての生き方についての自覚を深め、

がりがない s t
自己を生かす能力を養う

ることができる

生徒

指導の現状と課題
・

② 集団や社会の一 学級活動の目的
① 自分を表現し、他人を理解する学級活

動の時間が確保しにくい
員として望まし ・ 学級や学校の生活の充実と向上

② 個々の生徒への理解に基づいた学級指
い判断力や行動 ・ 個人及び社会の一員としての在り方、健康

カのある生徒 や安全に関すること
導の工夫を課題としている担任がいる レ e

③ 計画的な学級指導ど その評価の工夫
・ 学業生活の充実、将来の生き方と進路の適切

を課題としている担任がいる
な選択に関すること

研究主題

望ましい集団活動を通して、入間としての生き方についての自覚を深め、

豊かな人間関係をはぐくむ特別活動の工夫

扇住 題

生徒の自己理解や相互理解を深める学級活動の捲導と評価の工夫を通して

仮説

学級活動の指導に、構成的グループエンカウンターを取り入れることは、生徒一人一人が自己を知り、

相互に認め合い、より豊かな人間関係をはぐくむというねらいを達成するために有効な方策となるであろう

研究の内容

① 学級活動の指導に構成的グルーブエンカウンターを取り入れた年間指導計画の作成

② 構成的グループエンカウンターを取り入れた学級活動の指導とその評価の工夫

研究方法

① 研究構想図の作成 ② 生徒の実態 ・指導の現状と課題の聞き取り調査

③ 授業研究の実践と検証 ④ 評価のあり方

研究のまとめと今後の課題

一5一



2学 級活動 に構成的グループエ ンカ ウンターを取 り入れる ことについて

(1)構 成的グループエ ンカウ ンターの とらえ方

本研究部会では、構成的グルー プエンカウンターを次のようにとらえた。

① 「エ ンカウンター」とは、 日本語訳では 「出会 い」とい う意味であるが、本研究

では構成的 グルー プエンカ ウンター において 「出会 い」とは、単なる 「見知 らぬ

人 との初めての出会 い」 という意味だけではな く、「自己 との未知なる部分 との

出会 い」や、通常 よ り深 い レベルでの 「他者 との未知な る部分 との出会 い」と

とらえた。

② 「構成的」 とは、枠 を与える という意味で あるが、本研究では 「実施するため

の約束 ごと」 「実施す るときのグルー プの人数」「グルー プのメンバーの構成」

や 「実施す る時間の制限」をあ らか じめ設定 して実施す る ことととらえた。

③ 本研究では、構成的 グルー プエ ンカウンター は、本音 を表現 し合い、それを

互いに認め合 う体験 ととらえ、 この体験 によって、自己や他者への気づきを深

め、他者 とともに生きる喜 びや、自分に自信を持ち、 自己の能力や可能性を高

めることができるとと らえた。

(2)構 成的グルー プエンカウ ンターの進め方について

構成的 グループエ ンカウンターを学級活動で効果的に活用するため に、下記の①か ら④ の手順

をとる こととした。

① 身体や心をほぐすウ ォーミングアップ

② リーダー(教師)に よるインス トラクション

③ グループ活動な どのエ クササイズ

④ エクササイズを通 して感 じた ことをふ りかえ り、みんなで分か

ち合 うシェアリング

また、①か ら④の手順を実施す る上で、次の ことに留意することとした。

生徒が本音 を表現 し合った り、お互 いを認め合った りする体験 をね らうためには、はじめにゲ

ーム性のあるウォー ミングアップをす ることで、心 身ともに緊張感がほぐれて次の活動への導入

が しやす くな る。授業や保護者会な ど、限 られた時間内に目的を達成す る必要がある場合には、

本時のね らいやや り方をわか りやす く説明する必要が ある。活動の 中心 となるエクササイズでは、

途中で評価を入れた りせず 、あ りのままの自分 を表現 した り、相手 を受 け入れる雰囲気づ くりが

大切である。エ クササイズの実施後は、自分が感じたことを正直 にまとめた り、整理 した りして、

相手や他の生徒の気づきにふれるためのシェア リングを必ず行 う。生徒の新 しい気付きが評価 と

なると考 えた。
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(3)エ クササイズを実施す る上でのね らいと指導の工夫

本研究では、学級活動で構成的グループエ ンカウンターを実施 した効果 を得 るため に、下記の

①か ら⑥ を基本的なね らいとして、学級や生徒の実態 に応 じて重点 とするね らいをかえなが ら指

導の工夫をする こととした。

① 自己理解

③ 自己受容

⑤ 自己主張

② 他者理解

④ 感受性の促進

⑥ 信頼体験

学級 の様子や 、生徒の発達段階に合わせて、学級活動の指導のね らいを的確に設定 し、取 り入

れるエクササ イズの内容や指導方法を変えることが大切である。ある学級で指導効果が認め られ

た としても、指導対象がかわ った場合に、同じね らいや指導方法で同様 にその効果が得 られ ると

は限 らない。①か ら⑥ のね らいを達成するための留意点 としては、まず 自分自身の心情 を理解 し

て、他者への理解 を深めるようにする ことが指導展 開の第一歩とし、他者 と違 う自分や 、自分と

違 う他者を認め、受け入れ られるよ うにす ることを目指 した。

次 に、お互 いに深 い交流ができるよ うな人間関係を築 くために、 自分の考えを正 しく主張する

力を育てることをね らうこととした。また、他者を信頼する活動 を繰 り返 し行 うことで、人間関

係をより緊密 にし、信頼感の確立に到達できると考えた。

学年や学級、 グループな ど実施する集団の大きさや、年齢な ど成長の違いなどによって、それ

ぞれの目的に合わせたエクササイズを選ぶ ことが大 切で あるため、学級や生徒の実態 を正 しく把

握 してお くことは指導者にとって不可欠である。

(4)構 成的グループエンカウンターを学級活動な どの指導に取 り入れることの利点

① 生徒の発達段階 に合わせ て、生徒一 人一人の個 人の成長を図 り、人間関

係 を深め させ ることができる。

② 学級活動の指導では、生徒に身近 に興味付 けができ、意欲的 に取 り組 ま

せ る ことができる。

③ 学級活動のみな らず、学年集会 ・学校行事 のさまざまな場面において、

それぞれ の目的に適 した題材(エ クササイズ)を 選ぶ ことができる。

④ 学年や学級 の実態 にそって題材(エ クササイズ)を 組みかえた り、ね ら

いをかえた りして、指導に広 が りをもたせることができる。

生徒が自己や他者を理解 した り、人間関係を深めた りす るね らいを達成するためには、集団の

中における自分 の存在や役割に気づかせた りす ることが大 切である。本研究では、 このようなね

らいの指導にお いては、構成的グループエンカウンターはその長所が生かされる代表的な例であ

ると考えた。
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3構 成的グル ープエ ンカウンターを取 り入れた学級活動年間指導計画

(1)年 間指導 計画の作成 に当た って

学 級活動のね らいを十分 に達成す るためには、生徒一人一人が もつ夢や、学校生活への期待

や希望をかなえ、また、生徒 自身が抱 えている問題や悩みが解消できるような活動の内容を適

時 、適切に計画す る必要がある。

本研究では、各学年にお ける指導 内容 にどのように構成的 グループエンカウ ンター を取 り入

れ ることができ、実施 した ときに効果 をあげることができるか考 え、最適 と考 え られ る題材(エ

クササイズ)を 選択 した。 その後 、各学年年間35週 の授業時数 を確保 した上で、構成的グル

ー プエ ンカウンター を取 り入れ る ことができ、効果を上げるにふ さわ しい時間数 と実施時期 を

検討 した。

特 に、生徒が人間関係 に悩みがちにな った り,学 級へ の不適応感を もった りしがちな学期の

始 ま りの時期や終わ りの時期、また、逆 に人間関係が よ り深 まるきっか けとなる学校行事の実

施 時期 に注 目して、構成的グループエ ンカウンターを取 り入れ る学級活動 の時期 を探 った。

また、年間の指導時数の設定 に当たっては、中学校にお ける学級活動 の指導上、時間数の確

保が必要 とされる内容 を押さえっっ、各 エクササイズのね らいが達成できる時数 を考えた。学

級担任 と生徒、生徒同士の信頼関係 を築 き、学校生活へ の適応や生活の向上を目指 して、構成

的グループエンカウンターを取 り入 れた学級活動 の実施時期 と して、本研究では1・2学 期の

始 ま りと学校行事の開催時期 に各1回 、第3学 期末 に1回 の実施がふ さわ しいと考えた。年問

35時 間の うち構成的 グループエ ンカウ ンターを取 り入れた学級活動の時 間を5時 間あて る年

間指導 計画を作成することとした。 ・

(2)年 間計画 における指導段階

年間を通 した指導を3段 階 に分 ける ことによ り、生徒の学習 の習得の状況 に即 した指導がで

きるようにした。指導が適正 に評価 され 、評価が次 の指導 に生かされ るよ うに、それぞれ の指

導段階 とね らいは下記のとお りと した。

時期 指導段階 指導のね らい

4月

～7月

交流 ・受容

(人間関係づ く り)

新 しい人間関係 を作 り、学級集 団の向上

を図る

9月

～12月

自己理解 ・他者理解

(自己の開発)

生徒の相互理解 を深め、学級集 団のま とま

りの度合 いを高め る

1月

～3月

問題解決 ・自己表現

(成長の確認)

これまで培 った信頼関係 をもとに、 自己

を表現 し、内面にある能 力や可能性を発

見する
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(3)構 成的グループエンカウンターを取り入れた学級活動年間指導計画

学級活動 第1学 年 年間35時 間のうち構成的グループエンカウンターを取り入れた学級活動に5時 間あてる

ね らい ・中学生と しての自覚をもち、 学校生活へよ りよい適応 を図る。
・生徒一人一人が 自己を知り、相互 を認め合 う豊かな人間関係 を築 く。

題材名 構成的グループエンカウン 構成的 グループエンカウンターの位置付け 指導段階
ターの設定理由 (実 施工クササイズ ・ね らい)

(生徒の様子)

○入学式
○自己紹介 ・入学後新しい環境に慣れる ★こんな私をよろしく 交流 ・受容

(関係)○中学校生活のガイダンス とともに、良好な人間関係 「 「

4 0学 級作り をつ くる。(少 しずつ小集 入学の喜びを分かち合い、不安を解消

月 委員 ・係の選 出 団を形成 しているが、友達 す るため、担任の自己開示をモデル と F、

クラス目標 っくりが難 しい生徒がでて して自己紹介をす る。(1時 間) 新 しい人間関
LJ

給食 ・清掃 ・係分担 くる時期) を 作 り、学級

○選択教科、総合的な学習の 集団の向上を

時間のガイダンス 図 る 。
L'

○部活動のガイダンス

○運動会の準備
5 ○学習習慣の確立
月 ○生徒総会への取り組み
○中間考査への取り組み

○安全指導 ・避難訓練

○運動会成功を目指して
6 0自 分を知ろう ・運動会や生徒会活動などの ★みんなで作 ろう、よりよいクラス

月 0学 習習慣の見直し 学校行事を通して、学級集 '「
○相互理解 団の雰囲気をさらに向上す

(学級が組織され、
自分のクラスの良さに気づき、相互評

価を通して学級の支持的風土を向上さる 。 ク

○期末考査への取り組み ラスの友入関係が深まる時 せる。 クラスの課題について明 らか に

r 01学 期の学級生活 期) す る中で,問 題 を互いに分かち合い、

月 ○夏休みの生活設計 解決の方法を探る。(1時 間)
、'Ol学 期の成長

○球技大会の準備と参加

02学 期の学級生活 ★夏休みの経験
Ψ○学級作り ・友人のすばらしい点に共感

'

9 ○私の将来 し、相互に尊重できるよう 夏休み中にそれぞれが経験 したことを 自己理解
月 ○防災に対する知識 になる。(夏 休み後で、生 発表 し。みんなで共有化することで学 ・自己表現

O安 全指導 ・避難訓練 徒相互の関係がやや薄れた
時期)

級の仲間としての親近感を呼び戻 し、

(1時 間)

(開発)

O遠 足への取り組み 、2学 期を円滑に始める。 〆 、

○学習習慣の向上

生徒の相互理

解を深め、学
io ○中間考査への取 り組み 級集団のまと
月 ○生徒会活動への参加 まりの度合い

○文化祭への取り組み を高める。

○私の悩み ・生徒相互の人間関係をより ★シフ トしてみよ う1
㌧'

深めさせ、学級の凝縮性を '、
ri ○学習習慣の向上 高める。(自 分に 自信が も 自分の短所は、見方を変えれば長所で
月 ○期末考査への敢 り組み てない生徒がでてくる時 あることを知 り、自己肯定感を高める。

○中学生の心と身体 期) 自己肯定感の向上は人間関係づくりの
上で大切な要素であ り,互 いを認め合

is 02学 期の反省 う手がか りとな ることを知る。

月 O球 技大会の準備と参加 (1時 間)、' W○冬休みの生活設計

問題解決
i ○新年の抱負 (成長)
月 ○私の将来

・これまで培 ってきた信頼関
' 「

○クラスの親睦を図る
0学 習習慣の向上

係をもとに、よ り豊かな入 ★気になる自画像 これまで培って
きた信頼感をもa 間 関 係を築 く。(2年 生へ r

月 ○学年末考査への取り組み の期待と不安が顕在化し、 学級内の人間関係づくりは級友同士の とに、自己の内

○職業を知る 動揺する時期) 相互受容が中心である。肯定的な言葉 面にある可能性
の支持により、 自尊心 を高め、和やか を発見 し、発見

○卒業式の準備と参加 、な燗 関係を作る・(塒 問)」
した自己を表現

3 Ol年 間の学級生活と私
す る 。

月 01年 間の反省 -J

○進級するにあたって
○春休みの生活
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学級活動 第2学 年 年間35時 間のうち構成的グループエンカウンターを取り入れた学級活動に5時 間あてる

ねらい ・中堅学年として学校での役割を受け継ぎ、向上を図る。
・生徒一人一人が個性 を発揮 し、お互 いを認め合うことのできる人間関係を築 く。

題材名 構成的グループエンカウン 構成的グループエンカウンターの位置付け 指導段階
ターの設定理由 (実施 エクササイズ ・ね らい)

(生徒の様子)

○ 自己紹介(進級の喜び) ★PR大 作戦
○ 自分の目標と学級目標 「 、 交流 ・受容
O学 級作り ・少しずつ小集団を形成して

前年度、同 じクラスだった友人か ら紹 (関係)
4 委員 ・係の選出 いるが、学級で孤立する生 介 して もらうことで、その生徒の肯定 一,

月 クラス目標 徒や人間関係を作ることの 的な面を学級に知 らせる。(1時 間) 新しい人間関
給食 ・清掃 ・係分担

lJ

○選択教科、総合的な学習の
苦手な生徒への援助と良好
なクラスの雰囲気を作るた

係を作り、学
級集団の向上

時間のガイダンス め構成的グループエンカウ を図る
○部活動のガイダンス -J

ンター を設定する。

(学級が変わり、学級内で ★君はどこで ヒー ロー
○運動会の準備 のコミニュケーションが 「 、

○中間考査への取り組み と りに くい時期) 運 動会などが終わった後、一人一人の
5 学習計画の工夫と確立 生徒が活躍したり貢献したことを、他
月 ○生徒総会への取り組み ・全校行事の中で努力したり の生徒から評価されて自己有用感を得
○安全指導 ・避難訓練 貢献したりしたことを認め る 。(1時 間)

、 」合い、併せてリーダーの育

成を促すため構成的グルー
○運動会成功を目指して プエンカウンターを設定す
0自 分を知ろう る 。

6 ○学習習慣の見直し (学級組織が成立し行事に
月 ○林間学校への取り組み 取り組みながら新しい人
○相互理解 問関係をさらに発展させ

る時期)

★リアライズ
○期末考査への取り組み ・一学期の終わ りの時期に、 '、
01学 期の学級生活を振 り返 学級内の友人関係(人 間関 他者に対する見方、考え方に気づき、

7 って 係)を 見直 し、そ こで友人 相互に認め合うことで暖かい人間関係
月 ○夏休みの生活設計 や友情について互いに考え を作る。(1時 間)

01学 期の成長と反省 ㌧'
直 し、認め合 う機会をっく

○林間学校への準備と実施 るため構成的グループエン
カウンター を設定する。

02学 期の学級生活 (一学期を振り返って生徒
0学 級作り の相互理解を深める時期) W

9 ○私の将来
月 ○防災に対する知識 自己理趨
○安全指導 ・避難訓練 ・自己表現

○進路 ・職場体験への取 り組
み

(開発)

○学習習慣の向上
r

生徒の相互理
is ○中間考査への取り組み ・合唱コンクールや文化祭な 解 を深め、学

月 ○生徒会活動への参加 どの学校行事を通して,一 級集団のまと
○学芸発表会への取り組み 人一人が様々な力を発揮し まりの度合い

○私の悩みや不安 た ことの発見をする。一人 を高める。
一人の生徒の活躍を讃え評

L ♂

○学習習慣の向上 価 し、次の活動へのステ ッ ★私たちの得た宝物
11 ○期末考査への取り組み プとするため、構成的グル r「
月 ○中学生の心と身体 一 プエンカウンター を設定 各自がどのような役割を果たしたかを

す る 。 確認 し、感動体験をわかちあう。

(1時 間)(他者を認め合い理解し、 L」
12 02学 期の反省 お互いの人間関係を発展
月 0球 技大会の準備と参加 させる)

○冬休みの生活設計
W

1 O新 年の抱負
月 ○私の将来 問題解決

・3年 生への期待と不安が顕 (成長)

○学習習慣の向上 在化 し、動揺する生徒もで 「 「

2 ○学年末考査への取り組み る時期である。また、一年 ★みんなで作ろうよりよいクラス これまで培って

月 ○進路 ・先輩の進路と私 間のクラスの活動を振り返 「 、 きた信頼感をも

り、次年度への決意と新た 自分のクラスのよさに気づき、相互評 とに、自己の内

価を通して学級の支持的風土を向上さ 面にある可能性

○卒業式の準備と参加
なる目標に向かって構成的
グループエンカウンターを せる。クラスの課題について明らかに を発見 し、発見

3 01年 間の学級生活と私 設定する。 する中で、問題を互いに分かち合い、 した自己を表現

月 01年 間の反省 (一年 間のまとめを様々な 共感 す る。その結果、次なる成長のた す る 。
㌧ 」

○進級するにあたって 視点からみつめ最上級生 めの 目標を発見する。(1時 間)、'0春 休みの生活 とての在り方を考える時
期)
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学級活動 第3学 年 年間35時 間のうち構成的グループエンカウンターを取り入れた学級活動に5時 間あてる

ね らい ・最高学年として学校生活の中心となり、積極的に活動する姿勢を図る。
・生徒一人一人が自己の内面にある可能性を伸ばしながら、相互を高め合える豊かな人間関係を築く。

題材名 構成的グループエンカウン 構成的グループエンカウンターの位置付け 指導段階
ターの設定理由 (実施 工 クササイズ ・ね らい)

(生徒の様子)

○自己紹介(進 級した喜び) ・新しい学級で気持ちを新た ★みんなでリフレーミング 交流 ・受容
「 「 (関係)

4 ○学級組織 活動に取 り組ませたい。 自己肯定感の向上は人間関係づくりのう
月 委員 ・係の選出 (学級が変わ り、元の学級 えで大きな要素である。自分の短所も見 「 「

クラス目標 の友達 との関係が強く、コ 方を変えれ ば長所であることを知 り、自 新しい人間関

給食 ・清掃 ・係分担 ミニ ュケー ションが取 りつ 己肯定感を高める。(1時 間) 係 を作 り、学
J○選択教科、総合的な学習の らい時期) 級集団の向上

時間のガイダンス を図る。
、 」O部 活動のガイダンス

○進路を考える ・3年 生 になって最初の進路 ★私のものさし

○運動会の準備 学習。受験期におかれてい 「 、

5 ○中間考査への取 り組み る自分自身を受け入れ、心 進路への思いや気持ちについてお互いに

月 ○学習計画の工夫 の安定や現在の自分のあり 語り合い、悩みや不安について整理され

0生 徒総会への取り組み 方を見っめさせた い。 解決に向かうよ うになる。(1時 間)
L♂○安全指導 ・避難訓練 (自分 の進路 について 、具

体的に考え始める時期)

6 ○修学旅行の準備

月 O自 分の進路
1

○期末考査への取り組み
7 01学 期の学級生活

月 ○夏休みの生活設計

01学 期の成長と反省

O球 技大会の準備と参加 、'

1

○学級作り ・友人のすばらしい点に共感 ★夏休みの経験 自己理解
02学 期の学級生活 し、相互 に尊重できるよう ド 「

・自己表現

9 O防 災に対する知識 にさせたい。 夏休みに体験したことを報告し合いお互 (開発)

月 O安 全指導 ・避難訓練 (夏休み後で、生徒の相互 いに共感し、学級の仲間としての親近感

○修学旅行の準備 の関係がやや薄れた時期) を呼び戻して.2学 期のスター トをスム
ーズにする。 (1時 間) 「 「

㌧ ノ 生徒の相互理

○修学旅行を終えて ・生徒相互の人間関係をより ★そんなあなたがステキ 解を深め、学

10 ○中間考査への取り組み 深めさせ、学級の資質を向 ド 「 級集団のまと

月 ○生徒会活動への参加 上させたい。 宿泊的学校行事を通して、それまで気づ まりの度合い

○文化祭への取り組み (友達関係が固定化し、人 かなかった友達の良い面を発見し、理解 を高める。
㌧ 」

間関係が狭く、自分と合わ し合うことで人間関係を深める。

ないと感じる人とは積極的 (1時 間)

0進 路計画 」 」11

月 ○期末考査への取り組み

にかかわろうとはしなくな

りがちな時期)

0進 路相談 ・受験を間近に控えた時期 ★気になることをスッキリ
12 ○球技大会の準備と参加 に、学習や進路に対する不 r

月 02学 期の反省 安 を少 しでも取 り除き、自 心身のリラックスをはかりながら抱えて

○冬休みの生活設計 分 をコン トロールする力を いる悩みや不安を整理する。スッキリし

身につけさせたい。 勉強に集中できるような対処法を知る。 W

(進路の決定が近づき、学 (1時 間) 問題解決
1 ○進路の決定 ・受験の心構え 習や将来への不安が増して ㌧J (成長)
月 03学 期の目標 くる時期)

2 0受 験の準備

'、

これまで培っ

月 ○学年末考査への取り組み てきた信頼感
○卒業に向けて を も とに 、 自

己の内面にあ
○卒業をひかえて中学校生活 る可能性 を発

3 のまとめ 見 し.新 た な

月 O将 来の設計 自己を表現す
る 。

、 」
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4構 成的グループエ ンカ ウンターを取 り入れた学級活動 の実践

く実践事例:A中 学校〉

(1)題 材名 「そんな あなたが ステ キ」(修 学旅行 中に見つ けた友達や班員のよいところ)

① 意義

修学旅行 をとお して得た人間関係 を振 り返 り、友達 のよさや新たな一面を発見する学

級活動 を行 うことで、他者理解 を行 うとともに、他者か らの言葉かけによ り自己理解 を

深めることがで きる。

② 目的

友達 に対 して固定観念 を抱きがちな時期であ り、学級 の人間関係の分散化がみ られた

りもする。修学旅行 という級友 との新たな触れ 合いのきっかけを活用 して、生徒の人間

関係を深め、学級集団の まとま りの度合いを高める。

③ 指導の流れと活動内容

・ 修学旅行 の班 ごとにグルー プをつ くる。

・ 旅行 中の楽 しかったことな どをま とめる。

・ 各 自が、班員一人一 人につ いて、その人の良い面を用紙 に記入する。

・ 自分が書いた部分 を折 って見 えな いようにして
、次の人 に用紙 を回す。

・ 全員が書き終わった ら、一斉 に本人 に手渡す。

(2)題 材設定 の理由

中学校3年 生になると、3年 間に醸成 した人間関係や友達 に対する見方がある程度固定化

している場合が ある。強 い絆 で結 ばれて いる友達関係がある一方、友達 に対 しての固定観念

を抱いて、感覚が合いにくい と感 じる個人や グルー プと、かかわ りを もとうとしないな ど、

人間関係 を広 くもつ ことの苦手な生徒 も見 られる。 また、生徒の 中には進路に対する不安や

悩みに対 して、自己 を正 しく理解 した り、表現 した りできず に悩む こともある。

そのような時期 にあって、学校 生活や学級での人間関係を見直 し、学級の雰囲気を改 善、

向上 して いく学級指導が求め られる。 日常的な学校生活 を離れ 、宿泊を伴 った学校行事 をと

お して、これ まで気付かなかった友達 の新 しい一面を発見 した り、新たな人間関係をつ くっ

た りした体験 を振 り返る ことがで きる機会 を捉え、構成的 グルー プエ ンカウンターを取 り入

れた学級活動の時間 を設定する こととした。他者 を正 しく理解す る活動 をす ることか ら、望

ま しい人間関係を形成 していくことのできる態度や能 力をは ぐくみ、学級や学校生活の充実

と向上につな げてい くことをね らい、 この題材 を設定す ることとした。

(3)授 業のね らい

① 生徒に修学旅行 という日常的な学校生活か ら離れた場所で班行動や寝食を共 にした学

習 ・生活体験 を振 り返 らせ 、友達 のよさや今 まで気づかなかった一面 を発見 した り、人

間関係の深ま りと広が りを意識 させ る。
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② 生徒 に自分の考 えや気持ちを級友 に正直 に伝 えた り、発表 した りする体験 をさせ、他

者か らの言葉かけによ り、他者理解か ら自己理解へ と自己 を考える援助をする。

(4)学 級 の実態

明るく穏やかな生徒が多 い。学級の雰 囲気を明 るくできる生徒 もみ られる。他者への思 い

や りや配慮する心が十分 はぐくまれているとはいえない ものの、友達同士お互いに力を合わ

せ 、学級や班での活動を楽 しく充実 した ものに しようとす る意欲が育ちつつある。

(5)指 導 の過程(指 導計画2時 間 のうち 本時2時 間 目)

時間 生 徒 の 活 動

① 修学旅行 を振 り返 り、 「楽 しか った思 い出」や 「クラスの友達 につ いて

1 のエ ピソー ド(友 達 との心和むや りと りや友達 につ いて新たに発見 した こ

と、 感 動 し た こ と 、 び っ く り した こ とな ど)」 を 思 い 出 し、 各 自が 用 紙 に

記入 す る。

② 班 の中で回覧用紙 をll頂に渡 し、 「修学旅行 中 に気づ いたそ の人の よい と

2 ころや新たな発見」 につ いて班 員同士で記入 し合 う。その後、 自分 につい

( て書かれた回覧用紙 を読み、感想や意見 を発表 し合 う。

本

時 ③ 「振 り返 りシー ト」 に授業後の感想や意 見を記入 し、 自分が感 じた こと
)

や考えた ことをま とめ、振 り返 る。自己理解 を深める。

なお 、授業者はあらか じめ本時 に向けて以下の資料 を準備 し、生徒の記録が授 業で効果的

に使え るよ うに した。

① 生徒が書 いた修学旅行の思 い出の中か ら 「楽 しかった こと」や 「クラスの友達の

エ ピソー ド」 を数例選択 し、プリン トにまとめてお く。(P.17参 照)

② 本時 に使 う記録用紙(以 下の3種 類)を 作ってお く。

・ 友達 のよいところや新たな発見を記入する用紙(回 覧用紙)(P .18参 照)

・ 班員の発言を記録す る用紙

・ 活動後の振 り返 りシー ト(授 業後の感想や意見)(P .19参 照)
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(6)評 価

本時の評価規準の作成 に当たって は、授業 における具体的な活動内容 を評価で きるよ うに

し、評価 が次の指導 に生か されるようにした。教師 と生徒 、および生徒相互 の人間的な触れ

合いを基 に、生徒が 自己 の行動や言動の中か ら他者 を どう理解 し、相互理解 を深め ることが

できたか どうか を評価 の視点 とした。生徒が、評価 を 自分の ものとす るために教師は他者理

解 ・自己理解 をするための援助の言葉かけを行い、生徒は 自己の行動や言動を振 り返 り、今

後の 自分のあるべき姿 を考 えさせるようにした。

また、集団内の人間関係 を的確 に把握する とともに、人間尊 重の精神に基づいて生徒が望

ましい人間関係 を築 くことができるように、指導の成果のみな らず 、指導の過程における生

徒の努 力や意欲な どを取 り上げて評価 し、生徒の よさを多面的、総合的に評価するよ うに心

が けた。

そのため に、「関心 ・意欲 ・態度 」 「思考 ・判 断」 「技 能 ・表 現」 「知識 ・理解」の4観 点

で評価す ることを基本 とし、平成13年 度 「東京 の教育21」 研究 開発委員会指導資料を参

考 にして、評価規準 を作成 した。

特 に、本時 にかかわ る評価 にっ いて は、「(8)指 導資料」のく特別活動 における評価の観

点 と評価規準〉に基づ き、生徒の実態および本時 の授業案か ら〈本時の評価の観点 と評価規

準〉 を作成 した。

〈本時の評価の観点と評価規準〉

関心 ・意欲 ・態 度 思 考 ・ 判 断 技 能 ・ 表 現 知i識 ・ 理 解

ア 本 日の授 業 の内 ウ 友 達 のよ い と こ オ 自分の考えを適 キ 他の人に対する

容 に関心 を持 ち、 うに気付 く ことが 切な文章や言葉で 視点や理解の仕方

意欲的に活動でき で きた か。 書 いた り話 した り が広 が った か。

た か 。 ・ ・2-2 して 、 相手 に伝 え ・ ・3-4

..1_1 る ことができたか。

・1-3

工 書か れ た ものを ク お互 いの気持 ち

イ 友達 のよ い と こ 読んだ本人の感想 を伝 え あ うこ との

ろ を発 見 しよ う と を 聞 い て 、 さ らに 力 他の人の発言を 大切さが理解でき

する態度で活動で 考 え を深 める こと しっか り聞 く こ と た か 。

き たか 。 がで きたか。 がで きたか。 ・ ・2-4

..2_1 ..g_2 ・ ・2-3

表 中 の番 号(1-1～3-4)は 、P.16の く特 別活 動 にお け る評 価 の観 点 と評価 規準 〉 の番 号 を示

して い る。
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(7)本 時の展開例

場面 学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価

ウ ォ ー ・修 学旅行 中 に気 ・プ リン トに紹 介 され て いる エ ・事前 に プ リ ン トをつ くる段 階 で 、 ア

ミ ン グ 付 い た 「ク ラ ス ピソー ドにつ いて 、班 ごとに どん な エ ピソー ドを選択 す るか 、

ア ッ プ の友 達 のよ いと 話 し合 い、誰 についての記述 エ ピソー ドの内容に十分配慮 して

(7分) こ ろ 」 の プ リ ン か 予想す る。 選び出す。

トを読 む。 ・誰 で あ る と思 った か、 各班 、 (プ リン トに紹 介す るエ ピソー ドの

発表する。 記述にっいては本人の了解を事前

・エ ピソー ドの解 説をす る。 に得るなど人権上の配慮をする。)

イ ン ス ・本 日の活動 の仕 ・教師の 説明 と指 示を聞 く。 ・活動内容を把握できるように説明 ア

ト ラ ク 方を知 る。 ・活動の仕方でわか らない点が し、生徒からの質問があれば答え

シ ョ ン あれば 、質 問す る。 る 。

(3分) ・ふざけた態度で不快感を与えるこ

とがないように、真剣な気持ちで

取 り組 む よ う、生徒 に指示 す る。

エ ク サ ・班 員 の 、「修学 旅 ・自分 以外 の 班 員一 人一 人 につ ・他の人と相談 した りしないで書 く イ

サ イ ズ 行 中に発見 した いて、「修学旅行中に気づいた ように指示をする。 ウ

(20分) よ い と こ ろ 」 を そ の人のよいと ころ」 を思い ・自分が書いたものが次の人に見 え オ

再認識する。 出 し、記入 用紙 に書 く。 な いよ うに折 って 渡す 。

・他 の人が 気づ い ・書 いた ら書 いた面を折 って見 ・ど う して も書 けな い時は 、そ の 人

て くれた 「自分 えな い よ うに して 、次 の 人 に のElご ろの よい ところ を書 くよ う

の よ い と ころ 」 渡す。 にす る。

を知 る。 ・班員全員が書き終わったと こ ・班員全員が書き終わった ら一斉 に

ろで 、一斉 に本人 に渡す 。 本人に渡すようにする。

・各 自、 自分 につ いて書 か れ た ・机間指導 しながら、生徒が気軽 に

ものを読 む。 意見を出せる雰囲気を作る。

シ ェ ア ・今 の 自分 の気持 ・各班 ごとに読んだ感想を話 し ・他の 人 の発 言、発表 を聞 き 、相 手 工

リ ン グ ちが相手 に伝わ 合 う 。 と自分 の気持ちを振 り返るように オ

(15分) る よ うに話す。 ・班長は班 員か ら出た感想や意 指示する。 カ

・書 かれた 相手が 見をまとめ発表するD

ど う思 ったのか

を知 る。

ま と め ・今 日の授 業で思 ・振 り返 りシー トを記入す る。 ・自分の気持ちを正直に表現するよ キ

(5分) った ことや考 え うに指示す る。 ク

た こ と、 気 付 い

た ことを確 認す

る 。

「評価」の欄の記号は、P.14の 〈本時の評価の観点と評価規準〉の記号を示している。
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(8)指 導資料

〈特 別活動 における評価の観点 と評価規準〉

特別活動 における評価規準 を平成13年 度 「東京の教育21」 研究開発委員会指導資料

を参考 に作成 した。評価 の内容は、 「① 個人 に関す る こと」 「② 集団や社会 に関 す るこ

と」「③ 自己を生かす能 力に関す る こと」 とし、それぞ れ 「関心 ・意欲 ・態度」 「思考 ・

判断」 「技能 ・表現」 「知識 ・理解」の4観 点につ いて規準 を設定 した。

① 個人に関する こと

関心 ・意 欲 ・態 度 思 考 ・ 判 断 技 能 ・ 表 現 知 識 ・ 理 解

L-1 i-z 1-3 1-4

活動内容に関心を 活 動状 況 を正 しく 課題解決に向けて 活動 のね らいや 内

もち 、課題 解 決 に向 把握 し、課題 をよ り 自己の意見や考えを 容 を知 り、 自己 の能

けて、積極 的 に取 り よ く解 決す る方 法 を 発 表 し、解 決方 法 に 力、適性 を正 しく理

組 んで い るか。 考 え、 判断 して い る 創 意 工夫 を して いる 解 し 、活 用 して い る

か 。 か 。 か 。

② 集団や社会に関すること

関心 ・意 欲 ・態 度 思 考 ・ 判 断 技 能 ・ 表 現 知 識 ・ 理 解

2-1 2-2 2-3 2-4

他 の生徒 と協力 し 他の生徒の意見や ね らい に 応 じて 、 集団や社会の中で

な が ら活動 し、 進 ん 考 え を正 し く理解 し 集団活動の方法や形 活動する意義を理解

で 自己の役割 を見 つ て 、そ の 場の 状況 を 態 を工 夫 し、 自己の し、適 切 な行動 を し

け 、責任 を果 た して 把 握 し、集 団や社 会 考 え を も とに活動 し て いるか 。

いるか 。 に役 立つ こ とを考 え て いる か 。

て い るか 。

③ 自己を生かす力に関す ること

関心 ・意 欲 ・態度 思 考 ・ 判 断 技 能 ・ 表 現 知 識 ・ 理 解

3-1 3-2 3-3 3-4

集 団 の一 員 と して 活動体験や集めた 自己の適性や能力 活動体験で学んだ

の 自覚 を深 め、 自己 情報 を生か し、 自己 を集 団の 中で生か し、 こと を正 しく理解 し、

の能 力を向 上 させ よ の 生 き方 につ いて判 伸長させながら幅広 自己の将来や生き方

う と して いる か。 断 し、考 え を深 めて く活 動 して い るか 。 に活用する方法を理

い る か 。 解 して い るか 。

参考文献:平 成13年 度 「東京の教育21」 研究開発委 員会指導資料
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【生徒 に配布 し授業で活用 した指導資料例】

①1時 間 目に使用 した修学旅行 中の楽 しい思 い出や エ ピソー ドを記入するための用紙

膠等鵬衝
巨ζ〔塗 ツb〔91

3年 組 番

飴『修 学 砕 行 中.あ 磐 ハ 醒 見1。 ・昆っ ・す1炉 気 バ っ 、、1,9

ク ラ ス メイ トの ゐ 「∂ナん な ・も明 るく楽 しくしノ≒出 来事・」

寄 ・〔謬,。ヒバ 霜 毒 行 重力や 一も
.,・ バ 雛ごま る 行 勤

や 一 言 、Y_tビ.
Pjの1て き っ 尋う る エ ヒ9ソ ー ド 「と

,馴書 い て く み ψ→「㌔、o

飛 砿 鰍?と の 謬門 初しム た

C"iし 熱 ず・で て 倦 逃 卿 こ、

〔Aさ ん 〕

〔Bや ん〕

べ 温 ま3竹 動 は 鴫 、llz・のVl,ソ つ粥 バ

お'ち っい ナ ヂ痒7ラ 董ろn十 画 し6'○ ○ さレ%)工}か げ

【し`ん,

1・スに ふ、〈れ 寵 っに+らf晴 蚤迷 っナ 時?に

○ ○ さぼ 「木 丈 夫 ノ2」 ℃ 面。てく拠 壱 ぺ 土

せ て(熱 ナ 地 図 も訊 るのカ"うδい 。

囲 靴 嚇
の中 トラ漁 う・色悌 曜z

画 げ'L峰 しZ暁 ○○蜘 塊 α .

ゼ9り も い マ"ノ7t

〔ε ヤ、し 〕

○ ○ さん1ユ 票d噸 曝 」在 苞 ド,† 二

友達 の行動 を温かい視点で見て いる記述が多 く見 られた。

この資料 をもとにウォーミ ングアップで使用するプ リン トを作成 した。
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② 友達 のよい ところや新たな発見を知 らせ る回覧用紙

氏名

6

索1よ ・・ 燭・・1考セ㌔ 』 ・坊 ゐ,辱 り・噂 埋 ヒ 枢 上 ㌻(竃 ・び し6

蜘 亀 痢41x信 うk淋oハ 港†帆 ・。 〔噺 個 い 王1涯例中 で・恥1曜 昇 駒 為 在 。

セ・キk・ ・q。i糸 ・もし3い/くfで1
。
ノ

k も
・㌦ ・い ろい ノし・Z鋤 弊 ノ姻 ・・一 こ竃絨 ・・'・・ ・…'n・ ・… 駅

侮 ・《・画ekか 息 く・・1'》とり重?&う 唇、・・、フヒづ鴫3ゴ1砿 く勉。ててえ叡 ・厚 ら

喰 ・・セ … セ・8δb咲 ・、・ち唱・・臓 仙 ・9、 ・・"μ,～t=
D

千修 膨旅 行 ・rヒ[.と琵 言0めでて苫)蝋 摩謬の謝 瀞 ・卦くてまに.1†t、

ガ(t† 二てて そ却1、、け託た。oκ1}客に毛魁zな い)務 肇 旅 行ウけ、髄

llガ℃うご ∫ ＼＼》しト
。.

3白桝 翫 椥 秘 ヤ,び てイ1イ 了が織 ・σ 　壕 闇 の計画

もちw＼と ヤ,Cい 十こ

2自 融 翫 才蜘 取 腹 表
。

おみ帽r:く 駄 覧Zい7
・家 ☆ 思 ・両 いい入 ズ ℃ 思

,た。

1
い"ス Φ 尊 り 、さ"kb・ 曽 重 ① 私鼻曳 、 ち ゃwて 七旧A"rて

h畦 い 。ヤ 瓢 ろ 。 もt画 ㌔ ■3爵 キrきL:wも ㌦(?)1・ … 噸

て ■ 昌。病 董 ■^も1^"て ㌧ 隔 マllし 、 躰、り し13セ 葱、hr=o

一t

幡 あのん 、さ、
こ嚇 ・恕 怜・爾 か蜘 く親 す・

_ノ

「しっか り者」、 「とて もま じめ」、 「積極 的 に」な ど、そ の人 のよ い面の発 見に努 力 して いる

ことが記述か ら伺 える。

友達 のよいところは心の中で思 っていても日頃の会話で はなかなか 出て こない。構成的グ

ルー プエ ンカ ウンター を取 り入れた活動をす ることによ り友達の内面に触れ ることがで きた。
噛
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③ 活動後 の振 り返 りシー ト(授 業後 の感想や意見)

罰 の己司 煽51シ ート
;.

自分の鐸価
1.次 の1.{・8.そ 軟 ぞれIrつ いて嚇A～DAう ち
あ て亀3きる もAl究 、Oセ,つ 咳 てく済ぐさい0

1.活 動 に関心奄持ち貯すん饗参加 しτ い把

2.仲 岡こ惚力 しτ猛動に琉 開組己り摺

3.活 動のねiう`1や 商晋な震 しく理解 しτい摺

4.班 の樽間②δ嘘 な糖見零巴庭

5.自 分の考え ・慮見む 彌表 てNきた

6.活 動is自 分】客り1て工 乗」して耳只り組8ヘノ≒

7.相 手の窓見奄占 く聞き、理解 し占うこし毎

8・ 自分 の気特 ちヤ 相 手の気持 も'とf藪えあ之た

A.2ら3,¢ 」し8う

ca,512お951D.2ね ②`覧

@
A
8
A

B

B

百
み
B

B
賓
ジ
B

B

C

C

C

C

C

C

C

C

D

D

D

D

D

D

D

D

II.次・の ぐア)～(工M究 つ い て書 い て くゐ"'セ い ・

〔ア)班 の 人 み ち か3の メ ヅ ヒ ー ジrし 読 ん て㌧ ビ う 感 じ ま し み か?

少 レ 雨 都 錫 仁 ・惣 ガ 内 ・もろ れ し1宅2うεあ弟 。

多 想 孟 リT"、・て二・

⑳ 〆。セージ を・曹 いた 相 手6人6反 禽 も聞 い て.ど う感 じれ1・ か?

み い1∫良 がっ仁t風 って・、仁 ようZ�才 デ互 い、二、色2

餉 的 のコトε 鮒 ・勤 ・い鎌 彦 の でい プフコラ

良 い襟 宏 桝 ら β ヒ思 しろ・

(ウ,今 日o活 軸 も終 し て・授 業全 唯 ふ りρ・ム て 恩.た こ欲 感 じみ

=ヤ 」「乞`書 い て くt=『 セ いo

畜 回 娘 勅 の τ二いクτ二、撫 竃1メ 筋 即 飾

れ て」3∈)・万 ノブ事 わぐ'∠万・ウち・τ、虞(カ、っブニ。二うゆろの月し

・ヤ 知3挿+浄Z'塘 晦 コ ∫,アニ興,r自'6セ も

ω 棚 《よ殉 機 破 リ韻 ビ沖 しノ・か?他 囎 凍 もや・鴇 斜

活動 を振 り返 るに当たって は評価規準 に基づいた質問項 目を設定 した0さ らに生徒 一人一 人

が どう感 じたかを知るため記述欄 を設 けた。
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5授 業 の考察

(D授 業 の振 り返 り

① 振 り返 りシー トの結果

自己評価 集 計結 果(29名 回答)

自分の評価

1,活 動に関心をもちすすんで参加できた ㎜A想 う

B沙 し思う

4.班 の仲間のよさを発見できたC.あ まり思わない

5.自 分の考え ・意見を発表できた

6.活 動に自分なりに工夫 して取り組めた 嫌D患 わない

7.相 手の意見をよく聞き、理解しようとした

8・ 自分の気持ちや相手の気持ちを伝えあえた 盟皿㎜皿田皿1朋20励1

051015202530(人)

② 生徒 の感 想(自 由記述)か ら

(ア)班の人た ちか らの メ ッセ ー ジ を読 んで 、 ど う感 じま した か?

r ・自分 の よ い と ころ を探 して 、 見 つ け て くれ て す ご く嬉 しか っ た 。(9)

・自分 が 思 っ て い た も の と 少 し違 って 意 外 だ な と 思 っ た
。(3)

・自分 が 認 め られ て い る とわ か って よ か っ た a(3)

・少 し恥 ず か しか っ た 。(4)

-

ノ

(イ)メッセー ジ を書 い た相手 の人の 反応 を聞 いて 、 ど う感 じま した か?
「
・班 の人がみ んな 自分 の書 いた よ い と ころ を喜 ん で くれ たみ た いで 、ほ める こ と浅

よ い こ とだ と思 っ た 。

・嬉 しか った 。(3)

:

:

:

ー
ノ

(ウ)今日の活動 を終 え て、授 業 全体 を振 り返 って思 った こ とや 感 じた こ とを書 いて くだ

さい。
r
・最初 の クイズが 面 白か った。(4)、

・たま には こうい うの もい いな と思 った。 ほほ え ま しい。(2)

・班 のよ さがパ ワー ア ップ した とい う感 じだっ た。

・今 日の学活 は とて つ もな く楽 しか った。今 度 は ク ラス全体 でや ってみ た ら どう

で しょ うか?(7)

・今回 はよ い ところだ った け ど、人か ら見 て思 われ て い る 自分 の ことが分か って よ

!か った。 自分 をも っ と知 る大 事な ことで、そ の第 一 歩 にな った と思 った 。 ノ

(エ)今日のよ うな授 業 のや り方 は ど うで したか?ほ か の題材 で もや ってみ た いで すか?
-r

・今 日のよ うなや り方 はみ ん なの意 見 もわ か って よか った。

・とて も面 白 く勉 強 にな りま した。 こ うい う授 業 が き っか けで友達 と仲 よ くなれ

た りして 、 とて もよい と思 った 。

・す ごく面 白か った。(10)
ノ
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③ 授業の結果

「修 学 旅行 中 に発 見 した班 員 のよ い と ころ」 とい う限定 され た 内容 な ので 、書 くの に苦労 し

て いた 生徒 も見 られ た。 生徒 た ちは 「よ い ところは ど こか?」 と じっ く り考 え る ことで 、友達

の こ とを改 め て 見 つめ 直そ う と して いた。 自分の 周囲 に いる友 達 を見 つ めて み る こ とで 、 「班

員(自 分 の周 囲 にい る友 達)を 十 分 に理 解 した。」 とまで は言 えな い ものの 、他者 理 解 の き っ

か けにな る とい うね らいは達成 され た と考 え る。

授 業後 の 生徒 の感 想 か ら、友達 の よ さや今 まで 気付 か なか った 一面 を発 見 し、書 くこ とが で

き た生 徒 は充実 感 を得 て いる こ とが わか った。生 徒 自身、友達 のよ い ところ を書 こ うとす る こ

とで友 達 に対す る見方(他 者 理解)が 深 め られた 。

さ らに、 書か れた相 手 か らは 「こう思 っ

て いて くれ た 」、 「こん な と ころ に気 付 い

て いて くれ た」 と喜 ばれ た 。相 手 の思 いを

知 る ことで 、 相手 に対 す る意 識 が変 わ る。

自分 を肯定 的 に見て くれ る相 手 とは 良好 な

人間関係 が 生 まれ る。書 い た人 と書 かれ た

人の 人間 関係 は よ り一層 深 め られた 。 自分

の気持 ちや 思 いを伝 え 合 う ことの大 切 さ を

あ らた めて 実感 した。

自分 の こと について 記入 された 回覧用紙

が 、再 び 自分 の手 元 に戻 って き た とき 「早

く見 て み た いな 」、 「何 が書 いて あ る の かな?」 とい う表情 ・様 子 の 生徒 が 多 か った。

また、折 られ た用紙 を開 き、文 を読 んだ と きの一人 ひ と りの 表情 、反応 が最 も印象深 か った 。

や や複 雑 な表情 のほ ほえ みや 、ち ょっ とてれ たよ うな穏 や かな 笑顔 、嬉 しさが に じみ 出る よ う

な表情 が見 られ た。 生徒 た ちは皆 、 自分 が友 達か らど う見 られ て い るのか気 にな って お り、友

達 は 自分 を ど う思 って い るのか 知 りた い と考 えて い る。

コ ミ ュニ ケー シ ョン能 力 の 上達 ま

で は指 導 で きな か った が 、 生徒 同士

が お 互 い に思 って い る こ とを伝 え合

う場 面 を 設定 す る こ とが で きた 。 生

徒 一 人一 人 ひ と りに とっ て は他 者 理

解 や 自己 理 解 を深 め られた と い うプ

ラス 面 が あ り、 集 団 と して は お互 い

の 人 間 関 係 が 深 め られ た と い う プ ラ

ス 面が あ った。
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(2)構 成的 グル ー プエ ンカ ウ ンター を取 り入れ た授業 の考 察

本 時 の授 業 に構 成的 グル ー プエ ンカ ウ ンター を取 り入 れた こ とによ る具 体的 な結果 と して

ア ウォー ミ ングア ップ にお いて は、 ク ラスの仲 間に対 して思 って いるイ メー ジを 自分 の

意 見 として発言 し、他 の生 徒 の意 見 を聞きなが ら話 し合 いが で きる こと。

イ 修 学旅行 とい う行事 の 中で,班 の仲 間 の よい所 にっ いて考 え,伝 え る ことがで き る こと。

ウ 班 の仲 間か ら自分 のよ さ を認め て もらう ことによ る 自己 の確 立 と信頼 関係が築 かれ る

こと。

工 自分 が班 の仲 間の よ さを伝 えた結果 、喜 んで も らえ る姿 を見 て、仲間 を思 いや る こ と。

な どの充 実感 を生徒 は味 わ える ことが で きた と考え られ る。

今 回 の 授 業で生 徒 は、 構成 的 グルー プエ ンカ ウンター の流 れ で あ る ウ ォー ミ ング ア ップ 、イ

ンス トラ クシ ョン、エ クサ サ イ ズ、そ して シェア リングを体 験 した。

・ウ オー ミングア ツプ

指導 計画2時 間 の うち 、1時 間 目 に生徒 が 書 いた 「楽 しか っ

た 思 い出 」や 「クラスの友 達 につ いての エ ピソー ド」の 中か ら、

生 徒 が 興 味 ・関心 をひ かれ そ うな もの を選 び 、手 書 き の漫 画 で

表 した プ リン トを作 成 した 。 この プ リン トを ウ ォー ミ ング ア ッ

プ で使 用 し授 業へ の導 入 と した 。 この ウ ォー ミ ング ア ップが 非

常 に楽 しくできた た め 、生 徒 も本題 に スム ー ズ に移 行 す る こと

が で き た。修 学旅 行 中 に実 際 に経 験 した エ ピソー ドを事 前 に厳

選 した の で生徒 は共通 の話 題 と して 関わ る こ とが で きて 、 クラ

ス 内 に良 い雰 囲気が 生 まれ た 。

麟 一 。 一一'一一一一 ㍗ 一 　一 一1-一一=一・ド7ア'　 一

懸..驚

犠鑓
ダ!旺 蕎 藷 馬'越 ヒ
己 置1∫-一 一 ・'}'t

.-A-^f:],属.爵 抽

授業者が作成した手書きの漫画)
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・エ クササ イズ

エ クササ イ ズで は 生徒た ちが 仲 間の よ さを回覧用紙 に真剣 に書 き込 む様 子や 、全 員が 一 斉 に

自分 の シー トを開 け る ときの期 待 と不安 の入 り交 じった 表情 が 印象 的で あ った。 感想 に 「恥 ず

か し いけ ど うれ しか った 」、 「誉 め て くれ て うれ しか っ た」 な ど、 お互 い に 自分 の 新 た な 一 面

簗 欝1雛 三畿 誰 撫 ご
慧覧奎;嚢繋 鞭 懇.灘 麟
とめ て班 員 に返 す こ とに よ って お互

いの人間関係が深められた。新たな

他者理解、自己理解を促す機会 とな

ったと考えられる。1

.シ ェ ア リ ング(振 り返 りシー ト)毒_、A`墜

振 り返 りシー トか ら考察 す る と 「班 の仲間 のよ さを発 見で きた か」 とい う項 目で は、

Aの 「思 う」が19人 、Bの 「少 し思 う」が10人 であ り、 ク ラス全 員が仲 間 の よ さを発見 で

きた と考 え られ る。

「自分 の気持 ちや相 手 の気持 ち を伝 えあ えた」 とい う項 目で は 、Aの 「思 う」 が20人 、Bの

「少 し思 う」が7人 と シェ ア リ ングでお 互 いの考 え を伝 え あ うな どコ ミュニ ケー ショ ンの場 面

も多 く もて た ので 、人間 関係 を深 め る大 きな一因 とな った。

具体 的 な感 想 と して 「ク ラスの 雰 囲気 が よ くな っ た」、 「班 の よ さ がパ ワー ア ップ した 」 な

どと ある よ うに 、生徒が 自分 と相 手の 良 さを認識 す る こ とによ って 人間 関係 を深 め る ことが で

きた よ うに思 わ れ る。

「他 の題材 で もや ってみ た いか?」 とうい う設問 に対 して は 「や って みた い」 とい う意 見が

多か った が 、意 見 の中 には 「他 の題材 でや る のは 少 し怖 い気 もす る」な どの意 見 もあ った0

本時 は修学 旅 行 直後 の時期 に実 施 され たが 、構 成 的 グルー プエ ンカ ウ ンター を活 用 した 学級

活 動 の指導 に 当た って は、指 導 者が 学級 や 生徒 の状 況 を把 握 した後 、適 切な題 材 の選定 、ね ら

いの検 討 を行 い、実 施の 時期 を計 画す る ことがそ の成果 を上 げるた め に大 切 で ある。
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m研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

7研 究の まとめ

(1)年 間指導計画の作成か ら

学校行事の後 に実施 した構成的 グループエ ンカウンター を取 り入れた授業は、生徒の感想にもあ

るように、学級活動への参加意欲 を向上させ、学級集 団の まとま りの度合いを高めることができた

と考 える。 このことは指導計画作成 に当たって、指導 の適時性 を考慮 した ことや生徒の発達段階を

考慮 した題材 を活用 した ことな どがその理由 と考 え られ る。構成 的グループエンカウンター を取 り

入れた授業の効果を上げるためには、生徒 の実態を踏まえ、3年 間 を見通 した指導計画に位置付け、

生徒 の興味 ・関心 、能力・適性の理解 に基づいて実施する ことが重要であることが実証された。

(2)授 業実践か ら

授業者の感想か らもうかがえるが、構成的グループエ ンカウンターは、他者理解や 自己理解 を深

め 、相 互を認め合 うことによ り、よ り豊かな人間関係 をは ぐくむために有効な方策であ り、適 切な

活用 を図ることで、学級活動の指導の幅 を広 げることができた と考 える。お互いに相手のよさを伝

えあうことは相互 に肯定的な意識を高 め、人間関係を深める意欲 にっながった。 これは望 ま しい学

級活動 の基礎 とな り、幅広 くコミュニケー ションをとることや相手 を思いや る気持ちを育て ること

にもつながると考え られる。

(3)評 価か ら

振 り返 りシー トの活用 によ り、学級 活動の評価 を行った。授業時 の観察が基本 となるが、生徒一

人一人が どのように考え、どのよ うに思ったか をまとめ、教師に とって、生徒理解の一助 となる点

で有効で あったと考える。また、指導案の中でそれぞれの学習活動 に対する評価の観点 と評価規準、

を作成 し、指導 の過程における生徒の評価 を行 うこともできた。

2今 後 の課 題

(D年 間指導計画作成上の課題

学級活動は、生徒会活動や学校行事、進路指導などの時間に充て られることが多いことを踏 まえ、

本研究で は、構成的グループエ ンカウンターを取 り入れた学級活動の年 間指導時間数は各学年 とも

5時 間 とした。生徒 自身による体験 的な活動をより充実す るためには、構成的グルー プエ ンカウ ン

ターを取 り入れた学級活動の内容 と適 切な指導時数を年間指導計画か ら検討す る必要がある。

(2)授 業実践の課題

生徒が 自ら活動 し、意欲 をもてるよ うな指導 の工夫を考 え、自己や他者を肯定する意識 を高めて

い くことを 目的 としたが、問題点や 欠点 を指摘 され不安 を感 じた生徒 も見 られた。心を開き人間関

係を深める という体験 によって生徒が傷っ くことのないよう、 目的 にそった話 し合いや出会いの場

面設定 について指導の工夫や配慮 の必要性があることが分かった。

(3)評 価の課題

研究員の所属校の教師への聞き取 りか ら、「特別活動の評価 の仕方がわか らない」 という指導上の

課題が出された。本研究 で取 り上げた授 業の評価は生徒 の観察 と振 り返 りシー トを活用す るとい う

手法を用 いたが、生徒の実態を踏 まえて、評価の観点や規準を見直 してい くことや、生徒の変容 を

客観的に判断できる評価方法をさらに検 討する必要がある。
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